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definiteness、③現在完了形と定時過去副詞（adverbials of definite past）との共起、④現在完了形の
current relevance の解釈、⑤ indefinite past 説、extended now 説及び embedded past 説の紹介、⑥
situation type と viewpoint の相互作用から見る現在完了形の意味。また今までの先行研究では未解決問
題としてあった現在完了形の temporal structure の図形化、定時過去副詞との共起から見られる現在完了








（semantic focus）が現在か、あるいは過去かに置かれるかであるとする。第段階は have が「持つ」の
意味で使用され、have ＋ NP ＋ past participle の語順をもつ古英語の時代、第段階は have ＋ past
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している。そのつとして現在完了形の current relevance の拡大した解釈としての、現在完了の過去時
制における使用である。
(1) Einstein has visited Princeton.
この文は、通常 Einstein が生きている間にだけ正しい文とされるのが一般的見解であるが、現在完了形




definite past）と共起する現象を検証する。これまで、現在完了形と yesterdayや last weekなどの定時過
去副詞とは共起しないと言われており、それらは performance error あるいは afterthought としてのみ扱
われてきたが、本章では、改めて、現在完了形と定時過去副詞との共起が可能であることを、文法化の視









(3) (a)I have seen it. ＞(b)I’ve seen it. ＞(c)I seen it.（現在完了形)＞(d)I seen it（過去)＞(e)I saw it.
第章では英語の現在完了形の「未完了」用法（継続用法）を対照言語学の視点から検証している。英
語の現在完了の用法は多様であるが、「現在までの状態もしくは習慣」を表す「継続用法」は、ほとんど
の研究者によって取り上げられている（Quirk et al. 1985等）。同じ CP（continuative perfect）でありな
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がら、時間幅を表す副詞TAD（temporal adverbial of duration）と BT（Boundary Theory）から見ると、
完了形の継続用法にもいくつかの用法があることが分かる。この章では CP を更に CP1、CP2、CP3の
種類に分け、実例に基づき、英語、中国語、日本語の言語の相違を踏まえ CP の実態を探っている。
次の(4)のように、CP1では TADが行為あるいは状態の開始点である B1（B ＝ boundary）から終了点
である B2までの期間を指し示し、この間に状態が均質であり、変化が一切見られない。
(4) I have been away in India for several years,
CP2では、(5)のようにTADが CP1と同じ時間幅を表すが、TAD期間内で動作の繰り返し（iterativity）
を示し、多重的（multi-phased）な事態となっている点が、CP1と質的に異なっている。
(5) I’ve taught in this school for ten years.
CP3は CP2のバリエーションとも言える用法である。傅氏はその代表的な動詞として die を取り上げる。
Die のように通常 Bl＝ B2を意味する動詞は英語では、(6)のように通常容認不可能である。この文を容認
可能にするためには、英語では(7)のように書き換える必要がある。
(6) *He has died for three years.
(7) He has been dead for three days.
ただし、(8)のように主語が複数形になった場合には容認可能になる。
(8) People have died for years.
この場合、B1＝ B2の特性をもつ die から、B1≠ B2の特性をもつ die に意味が変化したため(8)が容認可
能になったと考えられる。CP3の動詞に関して、中国語や日本語では、その振る舞いが英語とは異なって
いることも指摘されている。




(1) Stage 1 （Old English-）: present＞ past（現在中心）
Stage 2 （14th-18th）: present＜ past（過去中心）
Stage 3 : (18th-present): present＞ past（現在中心）
Stage 4 : present＜ past（過去中心）
第段階の古英語の時代は、have + NP + past participle の語順の時代であり、過去よりも現在を指向し
ていた。第段階の14世紀になると、再分析（reanalysis）が起こり、have + past participle ＋ NP の語
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現在完了形の current relevance を取り上げている。
(2) Einstein has visited Princeton.
この文は、通常 Einstein が生きている間にだけ正しい文とされるのが一般的見解であるが、Einstein が
死んだ後でも、すなわち通常過去形を用いる場合でも、その代わりに現在完了を用いる場合がある。傅氏
はこれを現在完了の拡大解釈と呼んでいる。確かに、この現在完了は過去を表す用法とも言える。しかし















(3) (a)I have seen it.＞(b)I've seen it.＞(c)I seen it.（現在完了形）＞(d)I seen it.（過去）＞(e)I saw it.
傅氏によれば、現代英語では(a),(b)の用法が正用法であるが、(c),(d)のような用法も、話しことば
のレベルでは増えつつあるとする。傅氏は、現在、話しことばでは、(c)のような現在完了の意味で使用
される“I seen it recently.”の用法や、さらに進んで(d)のような過去時制を表す“I seen it years ago.”








ただし、傅氏の提案する(3)では、“I have seen it.”は、“I seen it.”という中間的用法を経由して、
最終的に(e)の“I saw it.”に変容していくように書かれている。しかしながら、“I seen it.”は I have
seen it.”の方言あるいは口語体として存在するのであり、“I seen it.”を経由して(e)の“I saw it.”の表
現に変容していくことはないであろう。その意味で、(3)の漸次変容は、(e)を削除し、次のように書き換
えたほうがよいであろう。
(4) (a)I have seen it. ＞(b) I've seen it. ＞(c) I seen it.（現在完了形）＞(e)I seen it.（過去）
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第章では英語の現在完了形の「未完了」用法（継続用法）を対照言語学の視点から検証している。こ
の章では CP（continuative perfect）を CP1，CP2，CP3の種類に分け実例に基づき、英中日言語の相
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